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確
か
に、

こ

れ
ま
で

検
討
さ
れ
て

き
た
よ
う
に、

福
澤
の

「

安
心
」

言

説
は

、

「

戯
」

と
「

真
面
目

」

の

相
互
認
識
の

不
断
の

相
対
化
を
意
味
す
る

「

人

間
の

安
心

法
」

を
基

本
と

し
、

そ
の

不
断
の

相
対
化
が
可

能
で

あ
る

こ

と

を、

「

心
」

が

「

広
大
無
辺
」

で

あ
る

と
い

う
こ

と

に

求
め

て

い

る
。

　

し
か

し、

以
上
の

こ

と

か
ら

「

人

間
の

安
心

法
」

を
自

己
の

内
面
の

「

心
」

の

あ
り

方
の

問
題
と

考
え
て

み

る

と
、

福
澤
の

「

安
心
」

言
説
は

そ
こ

に

と
ど

ま
ら
ず、

自
己
の

内
面
を
越
え
て
、

他

者
と
の

関
係
の

あ
り

方
も

射
程
に

入
れ
て

い

る

こ

と

が

わ

か

る
。

「

戯
」

も
「

真
面
目
」

も
共
存

さ
せ
る

こ

と
の

で

き
る
一

人
の

人
間
の

「

心
」

は
、

他
者
の

存
在
も
寛
容

に

受
け
入
れ
る

こ

と
の

で

き
る

「

心
」

で

も
あ
る

の

で

あ
る

。

福
澤
は
、

こ

の

あ
り

方
を

「

世

界
を

広
く

す
る

の

心
法
」

と

表
現
し、

「

世
界
広
け

れ
ば

身
を

処
す
る

に

易
く
し

て
、

又
物
を

容
る

可
し

、

以
て

君
子
に
交
は

る

可
し

、

以
て

小
人
を

近
づ

く
可
し、

雅
俗
清
濁
一

切
を

包
羅
し
て
、

人

言
聞
き
去
り

皆
善
と

称
す
る

の

安
心
を

得
べ

し
」

と
述
べ

る
。

つ

ま

り
、

自
己
の

内
面
の

問
題
に

お
い

て

も
、

他
者
と
の

関
係
に

お
い

て

も
、

「

心
」

が
そ
の

折
り
合
い

を
つ

け
る

こ

と
が

で

き
る

の

は
そ
の

内
実
が

「

広
大
無

辺
」

だ
か
ら
な
の

で

あ
る

。

　

そ
も
そ
も
こ

の

よ

う
な
他

者
と
の

関
係
か
ら

考
え
ら
れ
る

「

安
心
」

言

説
が

主
張
さ
れ
る

の

は、

そ
の

「

安
心
」

を

得
る
べ

き
存
在
が

「

独
立
」

し
た

存
在
だ
か
ら
で

あ
る

。

他
者
に

依
り

す
が
る

こ

と

な
く、

心

身
両
面

に
お

い

て
自
律
す
る
こ

と
が

福
澤
の

考
え
る
「

独
立
」

で

あ
る
が

、

こ

の

「

独
立
」

し
た

存
在
が

、

「

俗

界
」

を
相

対
化
し、

少
し
で

も
社
会
改
良
を

導
く
実
践
者
と
し

て

働
き
な
が
ら
も

、

他

者
と

の

関
係
の

中
で

孤
立
せ

ず

に
、

他
者
と
の

関
係
を

潤
滑
に

す
る
こ

と

が
で

き
る
よ

う
に
す
る
た
め
に

「

安
心
」

言

説
は

語
ら
れ
て

い

た
の

で

あ
る

。

　
さ
ら
に
福
澤
は
、

「

安
心
決
定
」

し
た
上
は

、

「

独
立
」

し
た

存
在
と
し

て

「

覚
悟
」

し
て

生
き
ら
れ
る

と

い

う
こ

と

を、

自
身
の

体
験
を
踏
ま
え

て
、

述
べ

て

い

る
。

　
福
澤
は

、

み

ず
か
ら

の

「

安

心
」

に

つ

い

て
、

「

一

切
虚
無
の

間
に

仏

徳
の

存
す
る

も
の

あ
る

可
し

」

と

述
べ
、

「

此
辺

に
心
を

安
ん

ず
る

は

安

心
の

高
き
も
の
」

と

述
べ
、

何
の

形
も
な
い

所
に

「

安
心
」

を
得
る
こ

と

が

で

き
る

と

述
べ

て

い

る
。

人
間
の

「

心
」

が

「

広
大
無
辺
」

で

あ
る

と

す
る

福
澤
は

、

自
己
の

内
面
の

問
題
も、

他
者
と
の

関
係
も、

一

切
み
ず

か

ら
の

「

心
」

の

あ
り
方
と

し
て

処
理

す
る
こ

と

が

可

能
で

あ
る
と

考

え
、

「

独
立
」

し
た

存
在
に

処
世
術
と

し
て

そ

れ

を
勧
め

る

の

で

あ
る

。

何
か
を

媒
介
と

す
る

の

で

は

な
く、

今
み

ず
か
ら

が
生
き
て

い

る

こ

と

そ

の

こ

と

自
体
の

中
に

「

安
心
」

を
感
じ

取
る

こ

と
が

福
澤
の

「

安
心
」

言

説
の

特
質
で

あ
る

。

明
治
期
に

お

け
る

祖
先
観
の

形
成

−
穂
積
陳
重
を

中
心
に

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

問
芝
　
志
保

　
社

会
変
動
に

伴

う
祖
先
祭
祀
の

変
容
に

関

す
る

研

究
の
］

環
と
し
て
、

祖
先
祭
祀
の

法
制
化
に

携
わ

り
、

ま
た

後
進
の

国
民
道
徳
・

修
養
主

義
お

よ

び

祖
先

祭
祀

研
究
に

影
響
を

与
え
た

穂
積
陳

重
（

以
下
「

陳

重
」

）

の

祖
先

祭
祀
論
を
検

討
す
る

。

先
行
研
究
で

は
、

江
戸

期
の

寺
請
制

度
に

よ

り
庶
民
間
に

家
意
識
・

仏
教
的
祖
先
祭
祀
が
広
が
り

、

ま
た

幕
府
に

よ
る

統
治
の

仕
組
み
が

作
ら
れ

た
こ

と
、

そ

の

上
に

家
族

国
家
イ
デ

オ
ロ

ギ
ー

的
祖

先
観
が
明
治
以

降
の

法

制
お
よ
び
道
徳
教
育
や

修
養
主
義
な
ど
を
通

じ
規

範
化
さ
れ
て

各
地
域
・

各
階
層
に

広
が
っ

た
こ

と
が

明
ら
か
に

さ
れ

て

き
た

。

そ
こ

で

は

陳
重
の

イ
デ

オ
ロ

ー

グ
と
し
て

の

側

面
が
注
目
さ
れ
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る
傾
向
が
あ
っ

た
が、

本
発
表
で

は
、

国
内
外
の

時
勢
や、

陳
重
の

リ
ベ

ラ
ル

／
保
守
の

二

面
性
を
持
つ

法
思
想、

立

法
者
と

し
て

の

立
場
な
ど
に

焦
点
を
当
て

な
が
ら

陳
重
の

祖
先
祭
祀
論
の

特
徴
を
見
る

こ

と

で
、

明
治

期
に

お
け
る
祖
先
祭
祀
の

変
容
の
一

端
を
考
察
す
る

。

　
陳
重
は
、

英
・

独
留
学
中
に
人
類
学
・

社
会
学
を
進

取
し、

進
化
主
義

を
基

盤
と

し
た
リ

ベ

ラ

ル

な

民
主

主

義

法
思

想
を

展
開
し

た
。

と
こ

ろ

が、

民

法
典
論
争
（
一

八
八

九
ー

九
二
V

に
お
い

て
、

延
期
派
に

よ
る
個

人
主

義
へ

の

激
し
い

抵
抗、

そ
し

て

延
期
派
の

勝

利
と

い

う
政
治
的
帰
結

を
目
の

当
た
り
に

し
た
陳
重
は、

法
典
調
査
会
主
査
委
員
に
任
命
さ
れ、

延
期
派
と

断
行
派
と

の

調
整
役
と

し
て

明
治
民
法
編
纂
に

従
事
す
る
こ

と

に
な
っ

た
。

延
期
派
が
家
制
度
に

基
づ

く
民

法
典
成
立
を
正
当
化
す
る
た

め

に

日
本
の

固
有
信
仰
と

し

て

の

「

祖
先
教
」

を
持
ち
出
し
た

こ

と
で
、

結
果
的
に

陳
重
は、

断
行
派
や
社
会
主

義
者
へ

の

説
明
と

し
て
の

祖
先
祭

祀
論
を
展
開
す
る

こ

と

に
な

っ

た

の

で

あ
る

。

ま
た

民
法
成
立
直
後、

陳

重
は
一

八

九
九
年
ロ

ー

マ

「

万
国
東
洋

学
会
」

に
於
い

て
、

「

〉
昌
o
Φ
ω
什

霞−

芝
o

笏
江
ロ

鋤

p
匹

冨

B
昌
Φ
ω

Φ

ピ
p

芝
」

と

題
す
る

学

術

講
演
を

行
い
、

海

外
の

有
識
者
に
対
し、

不
平
等
条
約
等
改
正
を
目
指
す
日
本
の

近
代
化
を

ア
ピ

ー

ル

し
つ

つ
、

日
本
の

法
制
度
を

祖
先
祭
祀
の

習
慣
に
照
ら
し
て

説

明
し

た
。

　
以
上
の

よ

う
な
状
況
で

展
開
さ

れ

た

陳
重
の

祖
先
祭
祀
論
は
、

西
洋
人

類
学
の

知
見
を
多
く
取
り
入
れ

た

も
の

で
、

そ
の

要
素
は

三

点
に
ま
と
め

ら
れ
る

。

第
一

は
、

祖
先
祭
祀
の

普
遍

性
で

あ
る

。

死
者
崇
拝
を
非
文
明

的、

遅
れ

た

も
の
、

克
服
さ

れ

る
べ

き
も
の

と

見
る

当
時
の

欧

米
の

眼
差

し
に

対
し、

陳
重
は
、

人
類
史
上
全
て

の

社
会
で

祖
先
祭
祀
が

行
わ
れ

て

い

た

と

論
じ
た

。

ま
た
、

祖

先
祭
祀
の

起

源
は

霊
魂
へ

の

恐
怖
や
現
世
利

益
で

は
な

く
、

人
間
と

し
て

自
然
な
敬

愛
・

愛
慕
の

感
情
か
ら

発
す
る

も

の

で
、

宗
教
で

は

な

く
「

道
徳
的

慣
習
」

で

あ
る

こ

と
か
ら

、

キ

リ

ス

ト

教
の

教
義
と
も

両
立
し

う
る

と
し
た

。

第
二

は
、

祖
先
祭
祀
の

統
合
機
能

で

あ
る

。

血

族

団
体
で

は

団

結
を
保
つ

た
め

に

祖
を

祭
っ

て

き
た

と

い

う
。

陳
重
は

、

特
に

日
露
戦

争
後
に

は、

家
族
国
家
た
る

日
本
で

皇
室
と

人
々

の

祭
祀
対

象
が
同
一

で

あ
る

こ

と

こ

そ
「

我
皇

国
の

国
体
が

万

国
に

卓
越

す
る

所
以
」

（

穂
積
陳
重
「

祭
祀
と

政
治
法
律
と
の

関
係
」

『

穂
積
陳

重
八
束
進
講
録
』

岩

波
書
店、

一

九
一

九

年、

八

三

頁
）

と
ま
で

論
じ

る

よ
う
に

な
っ

た
。

第
三
に、

家
族

国
家
は

擬

制
的
血

族
団
体
で

あ
る

と
い

う
言
説
で

あ
る

。

血

統
上
の

祖
先
の

崇
拝
の

み

な
ら

ず
、

偉
人
・

功

臣
・

忠
臣
・

義
士
等
も、

我
々

の

「

精

神
上
の

祖

先
」

と
し
て

崇
敬
す
べ

き
こ

と、

ま
た
被
征

服
者
・

帰
化
者
は

分
家
や

養
子
と
同

様
、

共
通
の

祖
先
を

祀
る
こ

と
で

擬
制
的
に

血
族
団
体
と
な
れ
る

こ

と
を

論
じ
た

。

　
以
上

見
て

き
た

よ

う
に、

陳
重
の

祖
先
祭

祀
論
は

、

欧

米
列
国
と

対
等

な
地
位
の

獲
得
（
特
に
不
平

等
条
約
改
正
）

が
目
指
さ
れ
る

時
勢
で
、

国

内
に
お
け
る

欧
化
主
義
と

国
粋
主
義
の

相
克
を
調
停
し

、

ま
た

海
外
に

対

し
て

明
治

民
法
の

特
質
を
説
明
す
る
責
を
負
っ

た
と
い

う
陳
重
の

立

場
に

よ

つ

て、

よ
り
よ

く
理
解
で

き
る

だ
ろ

う
。

そ
れ
は、

国
学
的

発
想
の

国

体
論
と、

西
洋
人
類
学
の

祖
先
崇
拝
研
究
や
統
合
機
能
に

関
す
る

言

説
と

い

う、

別
種
の

知
を
取
り
込
む
こ

と

で
、

国
内
外
の

様
々

な
立

場
の

人
々

を
納
得
さ
せ
る
こ

と

を

目
論
ん

だ

も
の

で

あ
っ

た
。

陳
重
が
普
遍
性
と

道

徳
性、

非
宗
教
性
を
強
調
し
た

こ

と
に

よ

り、

祖
先
祭
祀
は

あ
る

種
の

近

代
性
を
帯
び

る
こ

と

と

な
っ

た

と

言
え
よ

う
。
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